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Ⅱ．論文の要旨 

 

序 章 

 

本研究は、以下のことを研究の目的とした。 

（1）日本と中国の近代教育をめぐる言説を近代教育思想と捉え、教育の現実性・具体

性・全人性に着目する＜身体教育＞の視点から、日中の近代教育思想の枠組みを明ら

かにする。教育思想は、教育の実状を映し出すとともに、教育の現実を生み出す力を

持っている。教育思想の枠組みを明らかにすることは、これからの教育の展望を図る

上で重要な課題である。 

（2）「感覚」「表現」「技能」「全人性」という＜身体教育＞の具体的な視点から、日中

における小・中・高の体育、国語、音楽、道徳教育の実践について調査を行うことに

より、日中の学校教育の実践の比較を通して、中国の学校教育の現状の理解とこれか

らの展望を考察する。それは、中国のこれからの学校教育はいかなる方向に進むべき

か、を明らかにする、一つの試みである。 

研究の方法としては、まず、序章で本研究のキーコンセプトである＜身体教育＞の

視点の設定を行った。また、第一章、第二章で日中の近代教育思想を＜身体教育＞の

視点から考察し、両国の近代教育思想の枠組みを明らかにした。さらに、第三章、第

四章で日中の小学校、中学校、高等学校の教育実践を観察し、＜身体教育＞の現実化

の様相を考察した。＜身体教育＞の視点が見出されると思われる体育、国語、音楽、

道徳の授業を観察した。 

＜身体教育＞の視点とは、具体的には以下の４点から構成される。 

（1）「感覚」 

「感覚」は、視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚の五感や感情と関係しており、個人の

主体的経験の出発点である。知識は感覚的知覚に依拠し、感覚は身体に属す。 

（2）「表現」 

樋口によれば、学校教育における曖昧な表現概念は、①音楽、美術、文芸などに関

係するいわゆる芸術における表現と、②日常的な会話や何らかの発表の場などで自分

の考えたことや調べたことを表明し主張するという意味での表現に分けることができ

る。＜身体教育＞の視点としての「表現」は、芸術における表現だけでなく、日常生

活の行為としての表現をも含み、また内から外への表出と、外から内への再現の両者

を契機として有するものである。 
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（3）「技能」 

「技能」は、学校教育において、音楽、美術、保健体育といった教科に特有の音楽、

造形、身体運動などの直接的な技能と、技術・家庭に見られるような生活の技能と「で

きること」一般を含んだ包括的な生の技能に分けることができる。樋口によれば，「表

現」と同様に，個別の技能は，包括的な生の技能によって相対化される必要があり，

個別の技能の内実を探ることによって，包括的な生の技能にもつうじるような原理的

なことがらを析出すべきである。「技能」は、「わかる」と関係した包括的な生の技能

に見出されるものであり、これを＜身体教育＞の視点の一つとすることができる。 

（4）「全人性」 

「全人性」とは、教育の全体像と人間形成に関わる視点であり、知の身体性に依拠

し、知識や技能などの統合性を意味している。 

 

第一章 ＜身体教育＞の視点による日本の近代教育思想の枠組み 

 

本章では、明治新国家、大正デモクラシー、国家主義・軍国主義、戦後民主主義の

４つの時期の教育思想の特徴を取り上げ、「感覚」「表現」「技能」「全人性」という＜

身体教育＞の視点から、その枠組みと考えられるものを析出することを目的とした。 

 明治新国家の教育思想については、実学主義がその特徴と考えられ、素朴な形では

あっても、「感覚」と「表現」「技能」の重視が見られた。「全人性」は国家に対する個

人へのまなざしの生成という形で観察された。 

 大正デモクラシーの教育思想については、芸術という活動が中心に据えられ、「感覚」

「表現」「技能」「全人性」は一つの開花の姿を見せた。しかし、それが「芸術」を中

心になされたことによる限界も、抱えていることが明らかになった。綴方教育や児童

画教育が持っている可能性が、改めて＜身体教育＞の視点から考察されなければなら

ないこともわかった。 

 国家主義・軍国主義の教育思想については、すべてが国家主義体制に組み込まれて

いく中、教育も例外ではなく、その方向性の中に飲み込まれていったことが改めて確

認された。しかし、その方向性の中で、形の上では、「感覚」と「技能」の重視、さら

に国家を支える「全人性」が観察された。 

 戦後民主主義の教育思想については、教育界の振り子現象の中に、どちらの極にお

いても「感覚」「表現」「技能」「全人性」が観察されることが明らかになった。児童中

心主義とか経験主義といった形にとらわれずに教育を観察すべきことを、＜身体教育
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＞の視点は教えるのである。 

 ＜身体教育＞の４つの視点の組み合わせの「形」とでも言うものが、本論文でいう

教育思想の「枠組み」である。「全人性」は、教育を飲み込む社会や時代の状況によっ

てその実態は違えたにしても、必ず強調される視点である。次に重要視されやすいの

は、「技能」である。何かが「できる」ようになることは、教育の重要な機能であると

考えられやすいからである。「技能」はむしろ「表現」と一体化して捉えられるべきで

あるが、この「表現」は、芸術的な表現に回収されてしまいかねない。そして、最も

見逃されやすいのが「感覚」である。実際には「感覚」の上に知的な活動は成り立っ

ているのであるが、それがほとんど意識されないのである。 

 本章で明らかになった「枠組み」を使って、これからの教育を考える上での示唆は、

教育には必ず付いて回る「全人性」といった観念を安易に使用するのではなく、「感覚」

という具体的な手がかりにより注目することと、「技能」と結び付いた「表現」を、さ

まざまな教育活動の中に具体的に構築していくことであろう。 

 

第二章 ＜身体教育＞の視点による中国の近代教育思想の枠組み 

 

本章では、近代中国（1840 年～）における教育思想の枠組みとして、近代国家建設

のための教育思想、プラグマティズム教育思想、三民主義ならびにマルクス主義と共

産党の新民主主義教育思想、素質教育思想の 4 つが指摘され、＜身体教育＞の視点か

ら検討がなされた。 

「近代国家建設のための教育思想」は、日本の明治時代と同様に、西洋の科学・技

術を急速に取り入れようとする社会情勢・時代情勢から生まれたものである。その後、

デューイの中国訪問と民衆による反帝反封建運動である五四運動は、国家から民衆へ

と視線が向けられる重要な契機を作り出した。それが「プラグマティズム教育思想」

である。それは、日本の大正デモクラシーにおける新教育運動と並行的に理解される

が、しかし、不安定な国家の状況は国家主義をも同時に強化していくことになってい

る。「三民主義ならびにマルクス主義と共産党の新民主主義教育思想」は、時代的状況

を色濃く反映したものである。人間の全面発達が強調されるが、いずれにしてもマル

クス主義の形式主義を逃れるものではない。こうした国家と民衆との対決という図式

は、「素質教育思想」にも見出すことができる。「応試教育」対「素質教育」という対

立図式は、体系的な教師主導型の教育か児童中心主義の教育か、という振り子現象と

重ねて理解することもできるだろう。国家主導というベクトルと、それに対する抵抗

 5



運動というベクトルを、近代中国の教育思想の流れには見出すことができるのである。 

以上の教育思想の流れを、「感覚」「表現」「技能」「全人性」という＜身体教育＞の

視点から検討してみると、いずれの枠組みにおいても全人性の強調は見られるが、そ

れは十分でないことが明らかになった。これを乗り越えるためには、子どもの全面的

発達を表面的に強調して、全人性という概念を抽象的に振り回すのではなく、＜身体

教育＞を構成する他の契機、すなわち「感覚」「表現」「技能」を教育実践の中に具体

的に実現していく可能性を探ることが重要だろう。 

 

第三章 日本の学校教育の実践に見られる＜身体教育＞の様相 

 

本章では、＜身体教育＞の視点により、日本の小学校・中学校・高等学校における

体育・国語・音楽・道徳（高等学校を除く）の授業についての考察を行った。 

「感覚」という視点から見てみると、体育における筋肉運動の感覚、国語における

発音の感覚、音楽における音色や響きの感覚、道徳における他者の気持ちを受け取っ

たり、共感したりする感受の感覚などは、各授業からよく見出すことができた。感情

につながる楽しさなどが重視されるのは、中・高等学校より小学校においてである。 

「表現」と「技能」については、教科に特有に見られる狭い意味での「表現」や「技

能」だけでなく、日常生活での身体運動や言語活動なども念頭に置かれて、「表現」や

「技能」が広く理解され実践されていると言える。たとえば、小学校の「とび箱運動」

という体育授業では、運動のコツを見つける力をアップすることによって、子どもの

生活世界への広がりを意図している。 

また、身体運動や楽器の演奏を楽しむこと、文章と向き合い、それに触発されて何

らかの行動を起すことなどは、広義の「表現」である。何かがうまくできたり、上手

にできたりすることだけでなく、課題と向き合い、理解し、繰り返すことによって、

自らから形成された体験とその過程の中で、重要な「技能」が生まれてくることが観

察された。 

 さらに、他者の気持ちやアドバイスなどを受け取り、共感することや、自分の考え

を発表し、伝えることは、再現と表出をつなぐ「表現」の重要な活動である。それに

は、「技能」が伴う。それらは、考察した各授業でよく観察された。 

「全人性」については、たとえば、7 年生と 3 年生の「いっしょにつくろう ～春夏

秋冬～」という音楽の合同授業、中学校 2 年生のかかわり学習（学級活動）の授業に

おいて見ることができた。異学年の合同授業という形で、みんなが一つの課題に向か
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って、相手とのやり取りをする中で、「感覚」「表現」「技能」を磨きながら、役割と責

任を自覚し、集団生活の向上やよりよい人間関係を作っていくという活動は、「全人性」

につながっていると思われる。「全人性」は、具体的な活動に向き合っている自己を、

より大きな世界から相対化するところに、その重要な特性がある。ある特定の局所的

な一側面への注視ではなく、人間存在全体を観る視点が、そこには含まれるからであ

る。 

 

第四章 中国の学校教育の実践に見られる＜身体教育＞の様相 

 

本章では、＜身体教育＞の視点により、中国の小学校・初級中学校・高級中学校に

おける体育・語文・音楽・道徳の授業についての考察を行った。 

 「感覚」については、小学校における音楽と体育の授業で、冬の寒さや活発な音楽

を感じたり、雪の景色の楽しさを体験したり、運動を楽しむといった目標が掲げられ

ており、子どもの五感から感情への配慮を見出すことができた。 

 「表現」と「技能」については、小学校の各授業では、重要な「表現」が指摘され

ていた。しかしながら、初級中学・高級中学校で行われた授業の観察によると、やは

り教科に特有に見られる「表現」と「技能」の重要視にとどまっていると言わざるを

得ない。また、授業内容の量と流れの速さが求められている現状によって、試験に適

応する特殊な「表現」と「技能」を育成する応試教育の影が、しばしば垣間見られる。 

 「全人性」の視点から見てみると、グループとしての協力や社会生活への対応など

の強調において「全人性」への注目が見られるが、「感覚」「表現」「技能」との結び付

きが弱く、形式的な理念にとどまっている。 

 

終 章 

 

 本研究のまとめとして、第一章では、明治新国家、大正デモクラシー、戦前・戦中

の国家主義、戦後の民主主義という四つの日本の近代教育思想の枠組みを取り上げ、

＜身体教育＞の視点から考察した。また、第二章では、中国の近代教育思想の枠組み

を、近代国家建設、デューイのプラグマティズムの影響、マルクス主義の台頭、新中

国の素質教育の四つとし、第一章と同じように、＜身体教育＞の視点から検討した。

両国の近代教育思想の枠組みの検討から、特徴の重なる現象を見出すことができた。

それは、「日本の明治新国家のもとでの教育思想」と「近代国家建設のための教育思想」、
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「大正デモクラシーの自由教育思想」と「デューイのプラグマティズム教育思想の影

響」、「戦後の民主主義の新教育思想」と「新中国の素質教育思想」であり、日本にお

ける「基礎・基本の重視」対「ゆとり教育」と、中国における「応試教育」対「素質

教育」という「教育界の振り子」現象である。 

 第三章では、日本の小・中・高等学校で実践されている体育、国語、音楽、道徳の

教育を観察し、＜身体教育＞の視点から考察した。第四章では、中国の小・初級・高

級中学校で、同様に、体育、語文、音楽、道徳の授業を観察し分析した。両国の教育

実践を観察してみれば、両国とも中・高等学校より小学校で、「感覚」「表現」「技能」

「全人性」という＜身体教育＞の視点を重視し実践していることが明らかになった。

そして日本でも中国でも、学年と教科を問わず、「表現」と「技能」よりも「感覚」の

問題が、今後の展開が望まれるものであり、「感覚」への着目による実践が、教育の現

場で求められることが明らかになった。また、日本の場合は、音楽、体育などの教科

に特有に見られる狭い意味での「表現」や「技能」だけでなく、日常生活での身体運

動や言語活動も念頭に置かれて「表現」や「技能」が広く理解され実践されているが、

中国の学校教育（特に初・高級中学校）では、指導案に広い意味での認識が現われた

にもかかわらず、教育現場ではまだ即物的で測定可能な「表現」と「技能」に向かう

傾向が強く感じられた。さらに、中国では、すでに小学校で＜身体教育＞の具体的な

視点が実践されているのを見出すことができるのであり、「感覚」「表現」「技能」「全

人性」を、中国の初級中学・高級中学を含めた学校での教育実践の中に具体的に実現

していくことは可能であるように思われる。 

 中国の学校教育の展望は、本研究の重要な課題である。「素質教育」の理念が打ち出

され、中国の学校教育においても、児童・生徒の、いわゆる個性や主体性が考慮され

るようになってきている。しかし、大学進学等に直接に関わる教科が優先されてしま

う現状は、否定できない。この問題意識と背景のもとで、中国の学校教育を改めて見

たとき、やはりその展望を開いてくれるのは、＜身体教育＞の思想なのではないかと

いうのが、本研究から導出されたことである。現状では、その「全人性」という視点

が、形式的な理念として語られているだけである。これを乗り越えるためには、具体

的に、「表現」と「技能」という視点の導入、また日本で現実化されている異なる学級

や学年の合同授業のように、多様な形で実践していくことが必要だろう。 

 体育において「表現」と言った場合、すぐに思い付くのは、ダンスなどの表現運動

である。しかし、その他のさまざまなスポーツなどにおける身体運動もまた、児童・

生徒、一人ひとりの表現となりうるのである。あるスポーツ運動ができるようになっ
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ていくことは、そこにある技能の上達の表現以外の何ものでもないし、逆に、運動が

うまくできないという場合も、そのことはその人となりを表現する重要な機会である。

友人を誘って運動を楽しむことも、その行為そのものが、広義の「表現」たりうる。

そのような「表現」ができる児童・生徒を育てることが、これからの中国の学校教育

においては目指されるべきことがらであろう。それは、国語の「表現」においても同

様である。文章を書いて何かを表現するという狭い表現概念に留まらず、文章と向き

合い、それから何らかの行動を起すこともまた、重要な表現行為である。また、音楽

と道徳についてもそうである。 

 また、「技能」についても、「表現」と同じ様に言うことができるだろう。何かが

「できる」ことが技能を示しているが、バスケットボールがうまくできたり、水泳が

上手にできたりすることだけでなく、目の前にある運動課題と向き合い、それを理解

し、繰り返し練習し、そして自らの身体において何かが変化する体験を持つこと、そ

れが重要な「技能」の体験である。国語での文字の習得や文章の理解も、この理解と

練習の繰り返しで形成される「技能」の問題である。音楽での楽器を演奏することを

楽しむといった体験の過程の中で、重要な「技能」が生まれてくる。道徳についても

同じように言うことができるだろう。 

 さらに、「感覚」の問題については、日本の学校教育においても「表現」と「技能」

よりも一層展開されるのが必要なことである。これが具体化されるためには、例えば

「身体感性論（somaesthetics）」といった理論的検討が、まずは十分になされる必要

があるだろう。中国においても、樋口の『身体教育の思想』の影響のもとで、理論的

な関心がもたれつつある。この「感覚」の視点が十分に機能するようになるとき、従

来の教科の枠組みは揺らいでいくことが予想される。そのとき、知識教科と呼ばれる

ような教科（例えば国語）と、いわゆる技能教科（例えば体育）が融合現象を見せ、

そのとき初めて知識教科への偏向といった学校教育の問題は変質することが予想され

るのである。 

 今後は、「感覚」「表現」「技能」「全人性」を教育実践の中に具体的に実現していく

可能性を探ることが、大きな課題として残っている。また、「素質教育」の理念を実践

するために、＜身体教育＞の視点から、徳育・智育・体育・美育・労働教育という「五

育」の認識と従来の知識観と学習論を見直すことも、今後の課題である。 
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